









































































            
，規定されているもの
        
，他者としてあり自己に対してあるもの
























           
とっての
こと，あるいは自体的な
   
ことである。
註解「わたしたちにとって
        
」あるいは「自体的な














        
わたしたちにとって」から「




       
もそうあるようにならなければならない。
註解「わたしたちにとって
        
」と対になるのは「意識の経験」の道では，「意識にとって」であるが，
『精神現象学』では，「自己自身にとって



























































































   
が，学にとっての
土台にして地盤であり，知ること一般















































































































































































































































     
としての内容，目的にすぎず，まだやっと内なる
  
も

の

であり，精神としてではなくて，やっと精神的実体でしかない。
註解『精神現象学』では，学は類であり，類の種が意識の諸形態である。「理性」では「意識は，
普遍的精神とその個別状態つまり感性的意識との間で意識の諸形態の体系を中項としている」（Phan.
S.199）といわれている。
 学の対自化
DiesAnsichhatsichzuauernundfursichselbstzuwerden;
1 Dies...werden］Siehatsichzuauernundfursichselbstzuwerden,
この自体は，自分を外に現し自己自身に対して生成しなければならない。
註解 学の自体的
  
段階が学の体系第一部であり，対自的
  
段階が第二部である。
 実体と自己意識との統合
diesheitnichtsanderesals:dasselbehatdasSelbstbewutseinalseinsmitsichzusetzen.
1 dies...hat］dieheitnichtsanders,alssiehat
このことは，自体が自己意識を自分と一体のものとして設定しなければならないことをまさに意味し
ている。
註解 実体は自己を主体にするとは，実体と自己意識との統合を意味している。
GW:GeorgWilhelmHegel,GesammelteWerkeinVerbindungmitderDeutschenForschungsgemeinschaft.
Hrsg.v.derRheinisch-WestfalischenAkademiederWissenschaften.FelixMeinerVerlag,Hamburg,
1968ff.（GW の後に巻数と頁数を記してある）
Phan.:G.W.F.Hegel,PhanomenologiedesGeistes（1807）.Hrsg.v.H.-F.Wesselsu.H.Clairmont,FelixMeiner
Verlag,Hamburg,1988.
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